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［要旨］造礁性サンゴ骨格を利用した過去の環境復元は熱帯〜亜熱帯域に限られていた。一方で、

地球温暖化や海洋酸性化による影響を最も受け易いと考えられる、日本沿岸を含む中緯度温帯域

においては、季節～年程度の時間解像度を持つ記録媒体がないためその実体の把握が遅れている

のが現状である。本研究では、日本周辺の温帯域の日本海側から２地点（長崎県壱岐と鹿児島県

甑島）と太平洋側の２地点（和歌山県串本と高知県竜串）より100年から数100年間の期間を遡る

ことのできるサンゴコア試料をそれぞれ掘削することに成功した。これらの地点は共に、大型の

造礁性サンゴの世界の北限域に位置しており、我が国の沿岸域における非常に貴重な温暖化履歴

試料となり得る。本研究では、これらのサンゴコア試料について、酸素・炭素安定同位体比及び

骨格成長量・密度・石灰化量を解析した。これらの結果、サンゴ骨格の酸素同位体比には水温と

降水量、炭素同位体比には、日射量と化石燃料由来の大気二酸化炭素濃度変動（温暖化による環

境変動）、骨格成長量・密度・石灰化量には造礁性サンゴの成長の履歴（環境変動に対する応答）

が記録されていることが明らかになった。過去100年間におけるこれらのサンゴコア（サンゴ年輪）

記録には、温暖化傾向と化石燃料由来の大気二酸化炭素濃度の増大の傾向が読み取れ、また、そ

れに対するサンゴの成長の応答は、日本海側と太平洋側では異なることが明らかとなった。 
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１．はじめに 

造礁サンゴは、代謝の変化、白化現象などを通じて水温上昇の影響を、また石灰化阻害により海洋

酸性化の影響を受け、これらがサンゴ骨格の成長速度や密度の変化、微量金属元素・安定同位体比の

変動という形で骨格に記録される。そのため骨格年輪を形成し、100年以上にわたり生存するものがあ

る塊状のサンゴは、沿岸域において環境を長期かつ高時間分解能で復元できる唯一のアーカイブであ

ると言える。またサンゴは熱帯から温帯まで広く分布するが、日本及び韓国などの温帯域は造礁サン

ゴ分布の北限にあたり、そこに分布するサンゴは環境の変化に対して非常に敏感に応答すると考えら

れる。しかしながらこれまで、サンゴ骨格を用いた環境復元は試料の採取が容易な熱帯域に限られ、

分布・分類などの点において実態把握がなされてこなかった温帯域は研究空白地域として残されてき
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